
墨 田 区（報道）            

                  令和５年８月 30 日 佐藤  
～ 自動販売機の中はどんな仕組みになっているか、みんなで学習しました ～ 

すみだ子どもＰＲ大使が自動販売
機の仕組みや乳酸菌について学習 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《写真》①②③ワークショップの様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《参考》「すみだ子ども PR 大使」について 

すみだの魅力を幅広く発信する特命大使で、毎年４月に実施するワークショップの修了後に、区長か
ら「すみだ子ども PR 大使」に任命されます。 

概要：https://www.city.sumida.lg.jp/kuseijoho/kouhoukatudou/kodomo-pr-taisi/gaiyou.html 
対象：区内在住の小学３年生～６年生（令和５年度任期：令和６年３月末まで） 
人数：21 名(５期生：10 名、６期生：11 名) 

《問合せ》企画経営室 広報広聴担当 03-5608-6220 
※ お問合せは、午後５時までにお願いいたします。（広報広聴担当 ℡ 03-5608-6220） 

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

すみだ子どもＰＲ大使が、アサヒ飲料株式会社（墨田区吾妻橋 1-23-1）によるワークショップに参加
し、自動販売機の仕組みや、私たちの食生活に密接に関連する乳酸菌について取材を行いました。 

夏休みも終盤に差し掛かった本日、会場に集まった子どもＰＲ大使は 11 名。 
まずは自動販売機の中がどうなっているのか、仕組みについて学習しました。衝撃を抑えて商品を取り

出し口まで運ぶ仕組みや、一つの自動販売機に最大何種類の商品を入れることができるかなど、実際に使
われている機械のカギを開け、自分の目で見ながら学習しました。さらに、実際に商品を機械に入れる作
業も体験。子どもたちは、「缶やボトルの形が色々あるのにセンサーが感知して引っかからずに出てくる
のがすごい」「缶やボトルを入れるときに意外と大きな音が出て驚いた」など感想を話しました。 

その後は、乳酸菌について学ぶことができるワークショップ『カルピス LABO』に参加。身近な乳酸菌
発酵食品について学んだり、実際に簡易的な顕微鏡を使って乳酸菌を見て探す実験を行いました。乳酸菌
の酸っぱさを見て学ぶ工程では ph 試験紙にカルピスやレモン果汁、牛乳を付け、試験紙の色を比較しま
した。「乳酸菌は細長くて、四角いということが実際に見られて勉強になった」「カルピスが 100 年以上前
からあるとは知らなかった」などと、楽しく充実した半日を過ごしました。 

この夏もさまざまな体験取材を通して区の魅力や、区内の企業や団体などの取組みを発信したすみだ子
どもＰＲ大使たち。今後も、すみだ北斎美術館への取材をはじめ、さまざまな活動を通してすみだの魅力
を発信していきます。ぜひご注目ください。 

https://www.city.sumida.lg.jp/kuseijoho/kouhoukatudou/kodomo-pr-taisi/gaiyou.html

